
生善院観音堂（球磨郡水上村）
江戸前期（1625年）に、人吉藩で起きた化け猫騒動に因み、その怨霊を祀るために人吉藩主相良氏によって創建された/桁行三間、梁間三間/寄棟造の茅葺/
二軒/向拝一間が付く/厨子や須弥壇をはじめ、内外とも全て漆仕上げとし、彫刻などに極彩色や金箔を施した豪華な造りとなっている





通称「猫寺」と呼ばれ、狛犬ならぬ「狛猫」が・・・



　　　　右手から見たところ 📹 video

https://youtu.be/L2JDr3O94pY


　　　「国指定重要文化財 生善院観音堂」と刻まれた標柱



　　　　右側面を見たところ



　　その右手から見たところ





　　　　その右手に別の説明板があった



　　　前面の桟唐戸と極彩色の虹梁や蟇股など 📹 video

https://youtu.be/s_0QOP04Y2U


　　いやはや、凄いですな！



　　　組物は出組/中備えは蟇股/軒支輪が付く



　長押の上には格狭間/その上の小壁には植物をモチーフにした絵柄



📹 video

https://youtu.be/Y7LVKqJy2io


　　　　　隅木や垂木にも彩色が施されている



　　　　　柱上の頭貫の木鼻は禅宗様の繰形/その上に台輪が廻る





　組物は出組/軒支輪が付く



　　格狭間と、小壁の植物をモチーフにした絵柄



向拝を右手から見たところ



　　彩色が施された海老虹梁



向拝柱と海老虹梁の取り合い部



　　　　　境内には「水上村指定天然記念物 ウスギキンモクセイ」が自生していた




